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平成２８年度第２０回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：平成２９年１月２３日 

                    担当部・課：健康部介護保険課〔内線２４４３〕 

①件  名 

 

高齢者施設等の防犯防災対策事業の実施について 

 

②施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

  昨年発生した神奈川県相模原市の障害者支援施設における殺傷事件を受け、高齢者施設等の防犯

対策の強化や、地震、火災等の発生時に、自力で避難することが困難な高齢者施設等の入所者や利

用者等（以下「利用者」という。）の安全を確保するための施設改修の推進が必要となっている。 

 

【目的】 

  既存高齢者施設等における安全対策に必要な費用及び防災補強改修並びに老朽化に伴う大規模修

繕等に要する費用について補助を行うことにより、防犯対策の強化や耐震化等の推進を図る。 

 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

 ・地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金及び地域介護・福祉空間整備推進交付金実施要綱 

  （平成１８年５月２９日老発第０５２９００１号） 

※平成２８年度第２次補正予算の内容を反映した最終改正は未定 

 

 ・地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金及び地域介護・福祉空間整備推進交付金交付要綱 

  （平成２４年７月１７日厚生労働省発老０７１７第２号） 

※平成２８年度第２次補正予算の内容を反映した最終改正は未定 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

  

 

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

平成２８年１０月１１日  第１９２回国会で平成２８年度第２次補正予算成立 

（事業名：既存高齢者施設等の防火防犯対策・耐震化等の推進） 

１０月２５日  事業者の希望調査 

～１１月 ２日  

１１月 ４日  東北厚生局へ希望調査書提出（４法人６施設） 
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⑤主な内容 

 

１ 既存高齢者施設等の防犯対策強化事業 

   高齢者施設等の防犯対策を強化するため、非常通報装置・防犯カメラの設置、外構等の設置・

修繕など必要な安全対策に要する費用を補助する。 

    

対象施設：特別養護老人ホーム、介護老人保健施設等 

   補助基準額：１，８００千円以内／１施設（補助率１／２） 

 

２ 認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業 

   高齢者施設等の利用者の安全・安心を確保するため、耐震化改修や施設の老朽化に伴う大規模

修繕等を促進するために要する費用を補助する。 

    

(1) 対象施設：小規模特別養護老人ホーム、小規模ケアハウス、小規模介護老人保健施設 

補助基準額：１４，７００千円以内／１施設（補助率１０／１０） 

 

(2) 対象施設：認知症高齢者グループホーム、小規模多機能型居宅介護事業所等 

     補助基準額：７，３７０千円以内／１施設（補助率１０／１０） 

⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

【効果等】 

高齢者施設等の利用者の安全の確保に資することが期待できる。 

 

【財源措置】 

  平成２８年度一般会計補正予算 ４法人６施設 ３，５０７千円 

  財源：地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金（全額国庫補助金） 

   既存高齢者施設等の防犯対策強化事業 

 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

 

 他の自治体も同様の事業を実施する。 

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

  

平成２９年２月 市議会第１回定例会に補正予算を提案（同時に繰越明許費設定） 

平成２９年３月 「石巻市高齢者施設等の防犯防災対策事業補助金交付要綱」の制定、交付決定 

         （交付決定後、事業が完了次第、随時補助金を交付） 

 

⑨その他 

 

 


